
真山神社五社殿及び宮殿
しんざんじんじや ご しやでん くうでん

１ 種 別 有形文化財（建造物）

２ 名称及び員数 真山神社五社殿及び宮殿 １棟１基

３ 構造及び形式、 五社殿 木造、入母屋造、妻入、鉄板葺、向拝１間付

床面積ほか 床面積48.6㎡、桁行３間（6.97ｍ）、梁間３間（6.97ｍ）

宮 殿 木造、入母屋造、妻入、板葺

床面積0.61㎡、桁行１間（0.73ｍ）、梁間１間（0.83ｍ）

４ 建 築 年 代 江戸後期

５ 所 在 地 男鹿市北浦真山字水喰沢97

６ 所 有 者 宗教法人真山神社

７ 説 明

真山を含む男鹿の山岳信仰は、武内宿禰が祈願したことに始まり、天台宗山門派の祖で
たけうちのすく ね

ある慈覚大師（円仁）により９世紀中頃から神仏習合の山として修験の道場となったと伝
えんにん

えられる。明徳２年（1391）に別当の光飯寺が真言宗に転じた。佐竹氏が社領百石等を寄
こうぼう

進して武運長久の祈願所としたほか、海の神として漁師や日本海海運に携わる船人たちが

海上安全や大漁などを祈願した。明治の廃仏毀釈で光飯寺が廃寺となった際に社名が真山

赤神社から真山神社と改称された。

五社殿は、かつて五社堂と呼ばれ５つの社があったが、火災で焼失したため１社にまと

められたと伝えられている。部材は全て杉材で、屋根材が葺替えられたほかは建築当初の

ままと考えられる。内壁や柱に文化年間などの落書があり、18世紀末から19世紀初頭の建

築と推測される。方３間で、内部は奥から内々陣、内陣、外陣の３室で構成される。内々

陣の床面が框を付して一段高く、内陣と外陣の間は格子戸で仕切られており、その境に
かまち

「赤神山」の扁額が掛けられている。全体として簡素であるが、まとまりの良い端正な建

築である。軸部は円柱、組物は平三斗で、向拝の水引虹梁や木鼻、蟇股などの彫刻は江
みつ ど こうりょう き ばな かえるまた

戸後期の様式である。

宮殿は、五社殿の内々陣にある方２間で正面に格狭間を施した須弥壇に鎮座する。部材
こう ざ ま

は杉材で、三方に縁が巡り、背面に脇障子を備える。高欄は多くが欠けており、正面に逆
ぎやく

蓮頭の親柱が残っている。組物は出組、片耳付蟇股の簡素な造りである。
れんとう で ぐみ

五社殿及び宮殿には、随所に仏教建築の様式が見られ、神仏習合など建築当時の信仰を

伝えるとともに、本県の社寺建築の変遷を知る上で貴重な建築物である。
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